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第１章 序論  
 1-1 本研究の背景 
   1-1-1 産業革命の視点から見た現代に求められる知識創造の必要性について 
   1-1-2 「ジャパン・アズ・ナンバーワン」の時代から現代までの社会的背景の変遷  
   1-1-3 イノベーションの視点から見た知識創造の必要性 
  1-1-3-1 イノベーションという基本的概念から 
 1-1-3-2 アバナシーの生産性のジレンマから見た知識創造の必要性  
 1-1-3-3 クリステンセンのイノベーションのジレンマから見た知識創造の必要性 
  1-2 本研究の目的 
  1-3 本論文の構成 
 
第２章 先行研究 
  2-1 形式知と暗黙知について 
  2-2 セレンディピティ視点からの暗黙知創出論  
  2-3 組織での形式知創出の追究    
  2-4 野中郁次郎のＳＥＣＩモデル理論  
  2-5 ＰＡＵＳＥ理論とその機能・方法モデルとその実証研究 
 
第３章 ＰＡＵＳＥ理論の補強と新たな提案 
  3-1 知識創造に関係する脳の全体構造と機能   
      3-1-1 大脳連合野（葉） 
    3-1-1-1 前頭連合野 
    3-1-1-2 頭頂連合野と後頭連合野 
    3-1-1-3 側頭連合野 
      3-1-2 辺縁周辺系 
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    3-1-2-1 海馬 
    3-1-2-2 扁桃核 
    3-1-2-3 帯状回 
   3-1-3 大脳基底核 
   3-1-4 脳幹  
  3-2 知識創造の前段階：記憶   
   3-2-1 記憶機能の基本概念とその定説化の歴史 
    3-2-1-1 記憶の分類とメカニズム 
   3-2-2 記憶に関する脳の関係部位と機能 
    3-2-2-1 前頭連合野 
    3-2-2-2 海馬 
    3-2-2-3 扁桃核（偏桃体） 
   3-2-3 情報記憶のためのワーキングメモリ 
     3-2-3-1 情報記憶の全体システム構造 
    3-2-3-2 ワーキングメモリの記憶情報選択機能 
    3-2-3-3 記憶の機能 
      3-2-3-3-1 ワーキングメモリから短期記憶まで 
     3-2-3-3-2 短期記憶から長期記憶化 
     3-2-3-3-3 レム睡眠と側頭連合野 
     3-2-3-3-4 記憶情報の整理・体系化 
     3-2-3-3-5 情報の選択・取り込み 
     3-2-3-3-6 情報の整理体系化（熟成） 
     3-2-3-3-7 情報の意義付け（主観的加工） 
     3-2-3-3-8 記憶の促進要因と増強策 
      3-2-3-3-8-1 十分な睡眠時間の確保 
      3-2-3-3-8-2 エピソード記憶化 
      3-2-3-3-8-3 課題の絞り込みと集中 
      3-2-3-3-8-4 復習効果 
      3-2-3-3-8-5 情報の体系化 
      3-2-3-3-8-6 課題への強い関心と興味 
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       3-2-3-3-8-7 学習と記憶の循環関係（長期増強LTP） 
      3-2-3-3-8-8 累乗効果 
      3-2-3-3-8-9 方法学習（学習の転移） 
      3-2-3-3-8-10 記憶阻害要因（記憶の干渉） 
  3-3 知識創造の本段階 
   3-3-1 知識創造 
   3-3-2 知識創造の概念 
   3-3-3 知識創造に関する脳の関係部位と機能 
   3-3-4 大脳連合野の前頭連合野 
    3-3-4-1 前頭連合野の各部位の機能 
   3-3-5 大脳辺縁系  
     3-3-5-1 海馬 
    3-3-5-2 扁桃核 
     3-3-5-3 帯状回 
    3-3-5-4 知識創造と脳の活性物質 
  3-4 知識創造のためのワーキングメモリ機能 
   3-4-1 知識創造のためのワーキングメモリの機能向上策 
   3-4-2 想起の機能向上化 
   3-4-3 学習の転移（方法記憶） 
   3-4-4 課題の絞り込みと集中 
   3-4-5 情動の重要性 
   3-4-6 知識創造に対する報酬認識の存在 
    3-5 知識創造における一時思考停止（pause）の重要性＜全体＞ 
   3-5-1 知識創造の新情報（引き金情報）による活性化 
   3-5-2 知識創造の阻害要因 
     3-5-2-1 ストレス 
    3-5-2-2 身心のコンディション 
    3-6 知識創造の機能モデルと方法（ツール）モデル 
   3-6-1 ＰＡＵＳＥ理論としての機能モデルと方法（ツール）モデル 




    3-6-2-2 脳活動活性化の条件整備 
    3-6-2-3 一時的な意識的脳活動の停止（pause）の確保 
    3-6-2-4 記憶の想起 
    3-6-2-5 外部情報（引き金情報）の取り込み 
    3-6-2-6 暗黙知としての知識創造の成功 
   3-6-3 ＰＡＵＳＥ理論における知識創造の方法（ツール）モデル 
   3-6-4 ＰＡＵＳＥ理論における方法（ツール）サブモデル模索の意義と有用性 
   3-6-5 暗黙知の知識創造としてのひらめき（セレンディピティ） 
   3-6-6 暗黙知の形式知化 
   3-6-7 ＰＡＵＳＥ理論実証の意義 
 
第４章 ＰＡＵＳＥ理論の実証研究 
  4-1 方法モデル  
  4-2 実態調査と回答の集計 
   4-2-1 アンケート集計結果 
    4-2-1-1 知識創造の前提取組要件に関する回答結果 
    4-2-1-2 知識創造の本作業に関する回答結果 
    4-2-1-3 ひらめきとＰＡＵＳＥ理論の検証 
  4-3 実態調査結果からの統計的分析と検証   
   4-3-1 ひらめきの有無に関する分析  
   4-3-2 研究態度とひらめきの有無の関連性について 
   4-3-3 ひらめきを得て知識創造に成果を上げたときの状況分析 
   4-3-4 分野別の集計と分析 
     4-3-4-1 創造した知識の分野別の特徴について 
    4-3-4-2 ビジネス系の分析  
      4-3-4-2-1 ビジネス（管理・経理）分野の分析  
     4-3-4-2-2 ビジネス（総務・人事労務・厚生）分野の分析  
     4-3-4-2-3 ビジネス（販売）分野の分析  
     4-3-4-2-4 ビジネス（技術）分野の分析  
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    4-3-4-3 研究系の分析  
     4-3-4-3-1 自然科学分野の分析 
     4-3-4-3-2 社会科学分野の分析 
      4-3-4-3-3 人文科学分野の分析 
    4-3-4-4 その他の分野の分析 
 
第５章 ＰＡＵＳＥ理論における方法モデルのサブモデル提起 
  5-1 サブモデルのための分析 
   5-1-1 ひらめきのきっかけを得た状況に関する分野ごとの集計と分析 
   5-1-2 事前の取り込み情報・長期情報の種類に関する集計と分析 
   5-1-3 引き金情報の種類に関する集計と分析 
   5-1-4 知識創造時における自己評価・他からの評価の影響に関する集計と分析 
   5-1-5 知識創造に向かう動機についての集計と分析  
  5-2 提起するサブモデル 
 
第6章 結論 
  6-1 結言 


















































































































  1-1-3 イノベーションの視点から見た知識創造の必要性 
 


































   シュンペーター理論の構図 











































































図表２  世界の半導体メーカー売上高トップ10 
1990年 順位 2014年 
NEC １ インテル 
東芝 ２ サムソン 
日立 ３ クアルコム 
インテル ４ マイクロン・テクノロジー 
モトローラ ５ SKハイニックス 
富士通 ６ テキサス・インスツルメンツ 
三菱電機 ７ 東芝 
テキサス・インスツルメンツ ８ ブロードコム 
フィリップス ９ STマイクロ 


























































































































































































































































































































(Carey, B., 2014, pp.160-197)。当時の心理学の分野では、そういうプロセスを表現す
る言葉も定義もなかった。ウォーラスは、数学者ポアンカレがフックス関数の性質を解
き明かそうとしていた時に記した手記を引用して、次のように段階的に整理している。 
 １． 難しい疑問に取り組んでいて、一度目の挑戦で成果が上がることはほとんどない。 
 ２．その後休憩を取る。 
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適用     





































  ・知的資本型（知識資産と企業価値の直結） 
  ・顧客知共有型（顧客との知識共有） 
  ・ベストプラクティス共有型（成功事例の移転） 




























































































































































ステップ アクション 成立要件 
(1)暗黙知 動機を持つ 強いほど望ましい 











(6)形式知 形式知として検証・詳細精密化 デスクワーク（随意的継続的作業） 
 注）＊１：大型の知識創造なら２～３年 
    ＊２：運動、物理的刺激、化学刺激 













































































































前部は統制作用、後者は評価にかかわると考えられている（Carter, C. S. et al., 1999）。 













 3-1-1-2 頭頂連合野と後頭連合野 
コーエンらは、記憶負荷とその更新には、前頭連合野の背外側部（DLPFC）（BA9, 46）
とブローカー領域（BA44）、頭頂連合野（BA40, 7）などが関係することを明らかにして




































に当てはまるとした（Squire et al., 2004）。 
海馬のCA3領域は記憶の獲得の際には、情況に応じて出力（pattern separation）を
行うとみられている。モリスはエピソード様記憶について、そのCA3領域の機能で、意























































































 近時記憶 → 短期記憶 → 長期記憶 に変わる 
 
              宣言的・陳述的記憶 
               ・意味記憶（概念的な事実の記憶） 
               ・エピソード記憶（時間や場所が絡む出来事の記憶）   
              非宣言的・非陳述的記憶 
               ・手続き記憶（身体機能記憶） 






















































































（Choen & Eichenbaum, 1993）。 
海馬体の中でも錐体細胞層が記憶形成に関わっていることも分かった（Zola-Morgan  
et al., 1986）。 
 




















  3-2-3-1 情報記憶の全体システム構造 
前述したように、ワーキングメモリは、前頭連合野と頭頂連合野を中心とした他の脳
部位とのネットワークによって担われていることが、脳部位の活性度の測定から判って





























 3-2-3-3 記憶の機能 
   3-2-3-3-1 ワーキングメモリから短期記憶まで 
最新の研究では、意味記憶は情報が海馬に到達する以前に形成され、エピソード記憶
は海馬で獲得されることが明らかになった（Vargha-Khadem et al., 1997）。意味記憶
の情報は、まず、より発達の早い海馬周辺皮質（嗅周囲皮質：perirhinal cortex）、海
馬傍回（parahippocampal cortex）、嗅内皮質（entorhinal cortex）などで処理され、
その一部の情報がエピソード記憶の形成のために海馬に入って処理される（de Haan,  
et al., 2006）。 
マルコウィッチらは、エピソード記憶の形成が海馬で起こることをはっきりと認めた
が（Tulving & Markowitsch, 1998）、それはヴァルガらが、海馬に障害のあった患者で
エピソード記憶は失われていたが、意味記憶の獲得は正常であったことを報告したこと







当てはまるとした（Squire et al., 2004）。 
 



































































































 3-2-3-3-8 記憶の促進要因と増強策 



















 3-2-3-3-8-3 課題の絞り込みと集中 


































 3-2-3-3-8-7 学習と記憶の循環関係（長期増強 LTP） 
海馬体のシナプスには、高頻度の刺激によって伝達効率が増強し、それが刺激終了後
も長時間持続する性質があり、これを長期増強（long-term potentiation:LTP）と呼ぶ




























































































次の行為の選択を行う（Rushworth et al., 2007）。 
適度な情動が思考を高める可能性が指摘されているが、被験者の動機付けを操作する
ことで、前頭連合野の活動性が変化するとともに、ワーキングメモリ課題の業績も変化


































3-3-5 大脳辺縁系  




（Hassabis et al., 2007）。これは海馬が皮質に貯蔵された記憶痕跡を引き出して結び
つけることにより、新たに創造の世界を作ることを示唆しており、エピソード記憶は古
くなっても海馬依存であるが、意味記憶は古くなると側頭連合野の皮質依存になるとす






































































































































加している（Ericsson & Kintsch, 1995）。 
 海馬が過去の記憶を使って、未来の出来事を創造する機能を果たすことも明らかなっ
ているが（Hassabis et al., 2007）、これは海馬が皮質に貯蔵された記憶痕跡を引き出
して結びつけることにより、新たに創造の世界を作ることを示唆しており、モスコビッ
チら（Moscovitch et al ,2005）の多重痕跡仮説を支持するものとされる。 
中央制御系の機能を必要とするのは、課題が困難な時に限るとされる（Smith, E. E. 
et al., 1996）。すなわち知識創造にはこのバッドリーの中央制御系の機能が求められ
る。  




































































次の行為の選択をするとされる（Rushworth et al., 2007）。ワーキングメモリは、報
酬が期待できると認識できる時には、（それが動機付けになって）活性度が高まるので
ある（Kobayashi et al., 2002）。 
 



































































































前頭連合野（BA10, 11）、背内側前頭連合野（BA8, 9, 10）、帯状皮質後部（BA30, 31）、
前楔部（BA7）などで活動性が減少することを見出した。すなわちこれらの部位は、認知
課題に取り組んでいる時よりも、安静時に活動性が上昇したのである。マゾイヤーら































































































（Tanaka et al., 2004）。 
さらに前頭連合野は、脳のトップダウン的活動を司るとする、モーアをはじめいくつ


















































































帯状回～扁桃核       海馬                      側頭連合野 
    ⑮情動と動機付け      ⑨エピソード情報近時・短期記憶      ⑯意味情報長期保持 
                  ⑩エピソード情報から意味情報分化・伝送 
                  ⑪長期記憶情報選択の整合・選択 
                  ⑫意味情報の側頭連合野への伝送・引出し 
                  ⑬エピソード情報の保持・引出し・伝送 
                  ⑭暗黙知認識 
 
 
   前頭連合野            前頭連合野を中心        大脳基底核 
①脳活動統合         とする脳の広域          ⑰丸暗記（非宣言） 
②目標設定         ⑥外部情報取り入れ 保持情報保持 
    ③情動と動機付け      ⑦ワーキングメモリ作業 
    ④作業司令         ⑧作業記憶 
    ⑤暗黙知の認知と意識化 
 
    ⑱暗黙知（知識創造） 
 
 
「脳活動全体の促進要因」   
脳幹 
     (a)運動や刺激物で脳の活性化 
    脳活性化要因の整備 
     (b)学習の転移 
     (c)長期強化（LTP） 
       脳活動抑制要因の排除 
      (d)過度のストレス 











































































































































活動上昇がみられた（Goel & Dolan, 2003）。 
推論の種類で脳の活用場所が異なることも明らかにされてきている。演繹的推論では
左の前頭連合野腹外側部（45, 47野）、帰能的推論では左の前頭連合野内側部と背外側
部（8, 9野）と前帯状皮質（24, 32野）の活性化が見られる（Waltz et al., 1999）。 
 また合理的推論については、前頭連合野脊外側部（46, 9, 10野）の活動上昇と腹外
側部（45, 47野）の活動抑制がみられ、情動的推論を含むホットな推論には前頭連合野








































































































年齢 ～20 20代 30代 40代 50代 60代 70～ 不明 
件数 1 31 52 50 53 66 37 9 
（質問に対する回答なし2件を含むため299件） 
 
性別 男性 女性 回答なし 
件数 267 27 5 
 
学歴 高校 短大・専門 大学 大学院 その他 
件数 13 7 165 102 12 
 
職業 会社員 公務員 教員 自営業 フリー その他 
件数 152 13 51 24 9 51 
※複数回答あり 
 
専門分野 経営管理 総務厚生 人事労務 財務会計 生産・技術 運輸・物流 マーケティング デザイン工芸 
件数 69 6 12 17 72 4 17 5 
専門分野 ＩＴ情報システム 教育 医務看護 自然科学 社会科学 人文科学 その他  











 ただし、成果を出すことはできなかった 10 
 成果を出すことができた。 250 
 回答なし 3 
回答なし 1 






① 必要がなかった 16 
② どんな知識創造をしてよいかイメージがわかなかったから 5 
③ いくつもやりたいことがあって集中できなかったから 2 
④ 忙しすぎてそのための時間がとれなかったから 5 
⑤ そのやり方が分からなかったから 0 
⑥ 持っていた情報、知識、経験などが不足していたから 2 
⑦ それをする能力が不足していると思ったから 4 
⑧ やる気がでなかったから 0 
⑨ その他 3 
回答なし 6 


































































































情報元 3か月以内 約半年 約1年 2，3年 4，5年 回答なし 
学校 49 14 23 37 68 74 
専門書・論文 45 25 32 38 79 46 
新聞・雑誌 66 20 19 28 52 79 
実務・社会経験 20 19 24 44 119 39 
他者のアドバイス・会議な
どの聞き込み 
51 30 38 41 51 55 
調査 55 37 41 43 46 45 
実験 64 25 36 35 36 71 





















③ 専門の人にしかわからない高度なものが必要だった 97 36.7% 







   






① 仕事で必要だったから 138 33.5 % 
② やらねばならない立場に立っていたから 108 26.2 % 
③ 人に頼まれてやむをえなかったから 12 3.0 % 
④ 自分がやりたいことだったから 125 30.3 % 
⑤ その他 29 7.0 % 



















80.4 % どのような知識創造をしたらよいか、大体の感じはわかっていた 51 
明確だったが、同時にいくつも課題があって大変だった 101 
実は漠然としていて、あまり明確ではなかった 15 5.6 % 
特に明確な目標はなかったが、たまたま結果的に良い知識創造に成
功した 
26 9.6 % 









その他 8 3.0 % 
回答なし 4 1.5 % 











① 強く感じていた 194 74.0% 
② ある程度感じていた 42 16.0% 
③ 特に意識していなかった 9 3.4% 
④ その他 14 5.3% 
⑤ 回答なし 3 1.1% 







 次は、知識創造に向かう遣り甲斐についてのアンケート結果である。  
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図表31  知識創造に取り組む遣り甲斐の影響 
質問3-9 その知識創造に取り組むことへの遣り甲斐をどう感じていましたか。 
① 強く感じていた 190 72.8% 
② ある程度感じていた 51 19.5% 
③ 特に意識していなかった 8 3.1% 
④ その他 10 3.8% 
⑤ 回答なし 2 0.7% 












① 組織内での評価を期待していた 83 20.9% 
63.7％ ② 関係する外部の人からの評価を期待していた 79 19.9% 
③ 社会的な価値を期待していた 91 22.9% 
④ 自己評価できればよかった 41 10.3% 10.3% 
⑤ 評価を期待してやったわけではない 61 15.4% 15.4% 
⑥ その他 40 10.1% 10.1% 
⑦ 回答なし 2 0.5% 0.5% 
















① 強くもっていた 184 70.2% 
② ある程度持っていた 50 19.0% 
③ あまり意識せず、何気なくやっていた 8 3.1% 
④ 意欲というより義務感でやっていた 5 1.9% 
⑤ その他 13 5.0% 
⑥ 回答なし 2 0.8% 



























① きわめて強大だった 134 50.6% 
② ある程度感じていた 95 35.8% 
③ ほとんどなかった 19 7.2% 
④ その他（自由記載） 15 5.7% 
⑤ 回答なし 2 0.8% 































① 何度もあった 140 52.6% 
② １，２度あった 85 32.0% 
③ 初めての取り組みだった 19 7.1% 
④ その他（自由記載） 18 6.8% 
⑤ 回答なし 4 1.5% 














① 良好だった 113 44.1% 
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② 普通の健康状態だった 120 46.9% 
③ 不調だった 10 3.9% 
④ その他（自由記載） 9 3.5% 
⑤ 回答なし 4 1.6% 











① いつも睡眠は十二分だった 32 12.6% 
② 普通必要とされる時間だった 158 62.5% 
③ 何時も不足気味だった 54 21.3% 
④ その他（自由記載） 5 2.0% 
⑤ 回答なし 4 1.6% 





























162 59.8 % 
③ 別に次のような過程で成功した（自由記載） 42 15.5 % 
④ 回答なし 8 3.0 % 














① ひたすら勉強していた 9 
② ひたすら調査や実験をしていた 30 
③ ひたすら討論していた 4 
④ そのテーマの会議をしていた 13 
⑤ 作業中だった 11 
⑥ 人としゃべったり、講演を聞くなどしていた 24 
⑦ お茶を飲んだり食べたりしていた 0 
⑧ 散歩や移動で歩いていた 13 
⑨ 駅や車中などにいた 8 
⑩ 洗面所、トイレ、風呂などにいた 12 
⑪ スマホやＴＶを楽しんでいた 4 
⑫ 子供と遊んでいた 0 
⑬ 課題と関係がないものを読んでいた 7 
⑭ 酒を飲むか喫煙していた 1 
⑮ うとうとしていた 9 
⑯ 旅行していた 3 
⑰ 机に向かって休んでいた 5 
⑱ 何もせずぼんやりしていた 7 













① たまたま読んでいたものがきっかけになった 53 
② たまたま聞いたことが役にたった 44 
③ たまたま見たことが役にたった 33 
④ たまたま体験したことが役にたった 44 
⑤ そのようなきっかけの必要はなかった 23 
⑥ その他（自由記載） 32 
回答なし 80 












① 何か運動をしていた 8 
② 何かで軽く動かしていた 60 
③ 体はまったく動かしていなかった 80 
④ その他（自由記載） 25 
回答なし 83 


































































162 56 46 59 1 













実測値 59 162 




















   をまとめた・・・合理的 
 (２)知識創造に苦労しながら、ちょっとしたきっかけで「ひらめき（アイディア）」 
   を得ることができたので、それをもとにデスクワークを重ねて構想をまとめ 





































１．合理的 13 10 34 57 0.22 
２．ひらめき 56 46 59 161 0.62 
３．その他 15 13 13 41 0.16 
列  和 84 69 106 259 1.00 

































１．合理的 18.49 15.19 23.33 57.00 0.22 
２．ひらめき 52.22 42.89 65.89 161.00 0.62 
３．その他 13.30 10.92 16.78 41.00 0.16 
列 和 84.00 69.00 106.00 259.00 1.00 
 0.32 0.27 0.41 1.00  
独立性の検定の統計量の値 10.96571   
自由度４のカイ二乗分布上側５％点 9.487729037 









 革新的 中間レベル 改良程度 
合理的 -5.49 -5.19 10.67 
ひらめき 3.78 3.11 -6.89 




























ひらめきを得た状況 回答数 分類 
ひたすら勉強していた 9 A 
ひたすら調査や実験をしていた 30 A 
ひたすら討論していた 4 A 
そのテーマの会議をしていた 13 A 
作業中だった 11 B 
人としゃべったり、講演を聞くなどしていた 24 B 
お茶を飲んだり食べたりしていた 0 C 
散歩や移動で歩いていた 13 C 
駅や車中などにいた 8 C 
洗面所、トイレ、風呂などにいた 12 C 
スマホやＴＶを楽しんでいた 4 C 
子供と遊んでいた 0 C 
課題と関係がないものを読んでいた 7 B 
酒を飲むか喫煙していた 1 C 
うとうとしていた 9 C 
旅行していた 3 C 
机に向かって休んでいた 5 C 
何もせずぼんやりしていた 7 C 










革新的知識創造に成功したケースで、ひらめきを得た状況 回答数 分類 
ひたすら勉強していた 3 A 
ひたすら調査や実験をしていた 9 A 
ひたすら討論していた 0 A 
そのテーマの会議をしていた 4 A 
作業中だった 2 B 
人としゃべったり、講演を聞くなどしていた 8 B 
お茶を飲んだり食べたりしていた 0 C 
散歩や移動で歩いていた 5 C 
駅や車中などにいた 5 C 
洗面所、トイレ、風呂などにいた 5 C 
スマホやＴＶを楽しんでいた 1 C 
子供と遊んでいた 0 C 
課題と関係がないものを読んでいた 2 B 
酒を飲むか喫煙していた 1 C 
うとうとしていた 5 C 
旅行していた 1 C 
机に向かって休んでいた 2 C 
何もせずぼんやりしていた 3 C 
その他（自由に） 6  





































A B C その他
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ひたすら勉強していた 3 A 
ひたすら調査や実験をしていた 8 A 
ひたすら討論していた 2 A 
そのテーマの会議をしていた 2 A 
作業中だった 4 B 
人としゃべったり、講演を聞くなどしていた 6 B 
お茶を飲んだり食べたりしていた 0 C 
散歩や移動で歩いていた 4 C 
駅や車中などにいた 1 C 
洗面所、トイレ、風呂などにいた 2 C 
スマホやＴＶを楽しんでいた 2 C 
子供と遊んでいた 0 C 
課題と関係がないものを読んでいた 1 B 
酒を飲むか喫煙していた 0 C 
うとうとしていた 0 C 
旅行していた 0 C 
机に向かって休んでいた 2 C 
何もせずぼんやりしていた 2 C 
その他（自由に）回答なしを含む 7 - 












































A B C その他
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改良レベルの知識創造に成功したケースで、ひらめきを得た状況 回答数 分類 
ひたすら勉強していた 2 A 
ひたすら調査や実験をしていた 11 A 
ひたすら討論していた 1 A 
そのテーマの会議をしていた 6 A 
作業中だった 4 B 
人としゃべったり、講演を聞くなどしていた 10 B 
お茶を飲んだり食べたりしていた 0 C 
散歩や移動で歩いていた 7 C 
駅や車中などにいた 3 C 
洗面所、トイレ、風呂などにいた 5 C 
スマホやＴＶを楽しんでいた 1 C 
子供と遊んでいた 0 C 
課題と関係がないものを読んでいた 3 B 
酒を飲むか喫煙していた 0 C 
うとうとしていた 3 C 
旅行していた 1 C 
机に向かって休んでいた 0 C 
何もせずぼんやりしていた 3 C 
その他（自由に）回答なしを含む 16  
合 計 76  
※複数回答あり 
 











































































51 16 15 20 
（B）テーマとは異なることについて、頭を働かせ
ていた。 
40 12 11 17 



































































  上記の表よりそれぞれの分野ごとに、新知識を得る状況について、集計する。 
 
図表63 創出した知識のレベルと分野別の分析 
分 野 合計 
知識レベル 
革新的 中間レベル 改良程度 その他 
1.ビジネス（管理・経理） 42 10 11 20 1 
2.ビジネス（総務・人事労務・厚生） 16 1 4 10 1 
3.ビジネス（販売） 23 3 6 13 1 
4.ビジネス（技術） 69 13 22 33 1 
5.研究（自然科学） 69 38 20 11 0 
6.研究（社会科学） 27 17 3 7 0 
7.研究（人文科学） 9 4 1 4 0 
8.政治社会 4 3 1 0 0 
9.医務介護 7 2 3 2 0 
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10.デザイン工芸 8 1 0 6 1 



































革新的知識創造 中間レベル 改良程度レベル 
管理・経理  42 25 (59.5%) 10 (23.8%) 11 (26.2%) 20 (47.6%) 
総務・人事労務・厚生  16 10 (62.5%)    1（6.3%） 4 (25.0%) 10 (62.5%) 
販売 23 15 (65.2%) 3 (13.0%) 6 (26.1%) 13 (56.5%) 
技術   69 44 (63.8%) 13 (18.8%) 22 (31.9%) 33 (47.8%) 












 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１ 〇      
２  〇   〇  
３  〇    〇 
４  〇  〇   
５ 〇      
６ 〇      
７ 〇      
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８  〇  〇   
９   〇    
10  〇   〇 〇 






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 











 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇  〇   
２   〇    
３  〇    〇 
４       
120 
 
５  〇     
６  〇    〇 
７  〇  〇 〇 〇 
８ 〇      
９  〇  〇   
10  〇   〇  
11 〇      






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
















 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇  〇   
２ 〇      
３  〇   〇 〇 
４   〇    
５ 〇      
６ 〇   〇   
７ 〇      
８ 〇      
９  〇    〇 
10 〇      
11  〇     
12 〇      
13  〇  〇   
14   〇    
15 〇      
16  〇 〇   〇 
17  〇   〇  
18  〇    〇 
19  〇    〇 
20  〇  〇   














 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 












 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    









 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    
２  〇  〇 〇 〇 
３  〇   〇  
４  〇  〇   





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 











 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
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１ 〇      
２ 〇      
３  〇  〇 〇  
４  〇   〇  
５  〇     
６ 〇      
７  〇  〇   
８ 〇      
９  〇   〇  
10 〇      






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 















 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１ 〇      
２   〇    
３  〇   〇 〇 








 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇   〇  
２ 〇      
３   〇    
４  〇    〇 
５  〇   〇  
６ 〇      








 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 









 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１ 〇      
２  〇  〇  〇 
３   〇    
４ 〇      
５  〇   〇 〇 
６  〇     
７  〇   〇  
８   〇    
９  〇   〇 〇 
10  〇 〇  〇  
11  〇  〇   
12 〇      
13  〇  〇   





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 












  革新的知識創造        １３件 
  中間レベルの知識創造     ２２件 




 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇   〇  
２  〇     
３  〇  〇   
４ 〇      
５  〇  〇   
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６  〇 〇    
７  〇    〇 
８  〇    〇 
９ 〇      
10  〇    〇 
11   〇    
12 〇      
13  〇   〇  





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 











 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
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１  〇     
２  〇   〇  
３  〇    〇 
４  〇     
５ 〇      
６  〇  〇   
７  〇  〇   
８  〇     
９  〇     
10  〇   〇 〇 
11  〇 〇    
12  〇 〇 〇   
13  〇     
14   〇 〇   
15  〇   〇  
16  〇   〇  
17  〇 〇 〇   
18  〇    〇 
19  〇  〇   
20 〇      
21  〇  〇   
22  〇  〇  〇 











 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 










 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１ 〇      
２  〇     
３ 〇      
４  〇  〇   
５ 〇   〇   
６ 〇      
７  〇  〇   
８  〇  〇   
9  〇   〇  
10 〇      
11  〇    〇 
12  〇  〇   
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13  〇  〇   
14  〇    〇 
15  〇 〇 〇   
16  〇    〇 
17  〇  〇 〇  
18 〇      
19  〇   〇  
20  〇    〇 
21      〇 
22  〇    〇 
23  〇  〇   
24  〇    〇 
25  〇     
26  〇 〇  〇  
27 〇      
28 〇      
29  〇  〇   
30  〇  〇   
31 〇 〇   〇  
32   〇    
33  〇    〇 











 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 














研究分野 成果あり ひらめきあり 
知識レベル別の成果のあった割合 
革新的知識創造 中間レベル 改良程度レベル 
自然科学 69 46 (66.7%) 38 (55.0%) 20 (29.0%） 11 (15.9%) 
社会科学 27 24 (88.9%) 17 (63.0%) 3 (11.1%) 7 (25.9%) 
人文科学 9 3 (33.3%) 4 (44.4%) 1 (11.1%) 4 (44.4%) 













 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１       
２  〇  〇   
３  〇    〇 
４  〇 〇    
５   〇    
６  〇   〇  
７  〇  〇   
８  〇    〇 
９  〇  〇 〇 〇 
10  〇    〇 
11  〇  〇   
12  〇 〇    
13  〇  〇   
14   〇    
15  〇    〇 
16  〇  〇   
17  〇   〇 〇 
18  〇   〇 〇 
19  〇    〇 
20  〇    〇 
21   〇   〇 
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22       
23       
24  〇  〇   
25 〇      
26  〇 〇    
27 〇      
28   〇  〇  
29  〇 〇    
30   〇    
31  〇    〇 
32  〇  〇   
33 〇  〇    
34 〇      
35  〇  〇   
36  〇    〇 
37  〇    〇 
38  〇   〇  















 研究態度 ひらめきを得た状況 
  ひらめき  テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 












 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇 〇 〇   
２  〇     
３ 〇      
４  〇  〇   
５  〇    〇 
６ 〇    〇  
７       
８ 〇      
９   〇    
10  〇  〇   
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11  〇    〇 
12  〇  〇   
13 〇      
14  〇 〇 〇   
15  〇    〇 
16  〇    〇 
17  〇 〇   〇 
18  〇    〇 
19   〇    
20  〇  〇   






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 














 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇  〇  〇 
２ 〇      
３  〇  〇   
４  〇    〇 
５ 〇      
６  〇     
７  〇  〇   
８  〇    〇 
９  〇  〇   
10 〇      
11 〇   〇   







 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 















図表77（再掲） 研究分野における知識創造のレベル別割合  
研究分野 成果あり ひらめきあり 
知識レベル別の成果のあった割合 
革新的知識創造 中間レベル 改良程度レベル 
自然科学 69 46 (66.7%) 38 (55.0%) 20 (29.0%) 11 (15.9%) 
社会科学 27 24 (88.9%) 17 (63.0%) 3 (11.1%) 7 (25.9%) 
人文科学 9 3 (33.3%) 4 (44.4%) 1 (11.1%) 4 (44.4%) 






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇    〇 
２  〇    〇 
３  〇    〇 
４  〇   〇  
５  〇    〇 
６  〇 〇  〇  
７  〇    〇 
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８  〇    〇 
９  〇    〇 
10  〇    〇 
11  〇  〇   
12  〇    〇 
13   〇    
14  〇   〇 〇 
15  〇  〇   
16  〇    〇 
17  〇 〇 〇   
計 0 16 3 3 3 11 




 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 



















    分析（中間レベル） 
 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    
２   〇    
３  〇    〇 















 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１ 〇      
２  〇  〇 〇  
３  〇   〇  
４  〇    〇 
５  〇  〇   
６  〇    〇 
７  〇     





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 














 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    
２  〇  〇   
３  〇 〇 〇   
４  〇 〇    










 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    
計 0 0 1 0 0 0 
 データが1件のため、分析不能とする。 
 






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇     
２ 〇      
３  〇     
４  〇  〇   











研究分野 成果あり ひらめきあり 
知識レベル別の成果のあった割合 
革新的知識創造 中間レベル 改良程度レベル 
政治社会 4 3 3 (75.0%)    1 (25.0%) 0 
医務介護 7 6 2 (28.6%) 3 (42.9%) 2 (28.6%) 
デザイン工芸  8 6 1 (14.3%) 0 6 (85.7%) 







 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇   〇  
２   〇    
３  〇   〇 〇 








 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１   〇    
２  〇   〇 〇 








 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇  〇   
２  〇   〇  
３   〇    






 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇 〇    
２  〇   〇  










 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇   〇  







 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇     
２  〇   〇  
３ 〇      
４  〇   〇  
５  〇    〇 
６  〇 〇  〇  





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 










 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇    〇 
２   〇    
計  １ １   １ 
データが少ないため、分析不能とする。 
  次はコンサルティング分野における中間レベル程度の知識創造時の分析である。 
 
図表96 コンサルティング分野における中間レベル程度の知識創造１件分析 
 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇   〇  







 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 
１  〇 〇  〇 〇 
２ 〇     〇 
3      〇 
4  〇     
5 〇      
6  〇  〇   





 研究態度 ひらめきを得た状況 
 合理的 ひらめき その他 テーマに集中 他の事に集中 PAUSEあり 

































































































1.ビジネス（管理・経理） 2 2 2 3 2 3 4 2 5 25 
2.ビジネス（総務・人事労務・厚生） 0 0 0 2 2 1 2 3 0 10 
3.ビジネス（販売） 0 1 1 0 2 1 3 4 3 15 
4.ビジネス（技術） 2 2 3 7 4 4 10 5 7 44 
5.研究（自然科学） 9 5 12 6 0 6 5 0 3 46 
6.研究（社会科学） 3 3 11 0 0 1 2 2 2 24 
7.研究（人文科学） 2 0 0 0 0 0 1 0 0 3 
8.政治社会 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3 
9.医務介護 0 1 1 1 1 0 1 1 0 6 
10.デザイン工芸 0 1 0 0 1 0 0 3 1 6 
11.コンサルティング 0 0 1 0 1 0 1 1 3 7 
合計 
18 17 32 19 13 16 29 21 24 
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  求めるテーマに集中していた時   １８件（２６．９％） 
  他の事に集中していた時      １７件（２５．４％） 
  ＰＡＵＳＥを取った時        ３２件（４７．８％）  
  




  研究（自然科学）         １２件（４６．２％） 


























          Ｂ（テーマ以外に集中） 
          Ｃ（ＰＡＵＳＥを取った時） 
  Ａ Ｂ Ｃ 
ビジネス（管理・経理） 5件50.0% 2件40.0% 2件40.0% 2件40.0% 
ビジネス（技術） 9件69.2% 2件28.6% 2件28.6% 3件42.9% 
研究（自然科学） 24件63.2% 9件34.6% 5件19.2% 12件46.2% 
研究（社会科学） 16件94.1% 3件17.6% 3件17.6% 11件64.7% 



































































  ビジネス（技術）分野・・・何もせずぼんやりしていた 
  研究（自然科学）分野・・・うとうとしていた。洗面所・トイレ・風呂などにいた 
  研究（社会科学）分野・・・駅や車中などにいた。夜明け時のうとうと、睡眠から 














  1 … ３か月以内  
  2 … 約半年     
  3 … 約１年 
  4 … ２～３年      











































































階級値 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 
3か月以内 
 
4 3 6 2 3 4 3 
約半年 0 1 0 1 2 0 2 
約1年 1 1 3 0 0 1 2 
２～３年 3 3 3 3 3 4 5 






    
 















































































































































































































階級値 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 
3か月以内 1 0 2 0 2 3 2 
約半年 0 1 1 0 1 1 1 
約1年 1 1 1 0 2 1 2 
２～３年 4 2 2 1 1 2 1 




       




























































































































































































































階級値 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 
3か月以内 6 5 13 4 6 9 2 
約半年 0 2 2 1 4 2 3 
約1年 3 4 0 5 6 4 4 
2～3年 10 6 2 4 2 3 9 



































































































































階級値 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 
3か月以内 0 1 4 2 6 5 7 
約半年 0 0 0 0 1 0 0 
約1年 3 0 1 2 2 4 1 
2～3年 4 2 0 0 0 0 0 















































































       
 







































































































































































































































   実務・社会経験、 
   専門書・論文・調査書、 





















 全体 １ ２ ３ ４ ５ その他 
ビジネス（技術） 14 2 2 2 2 0 8 
ビジネス（管理・経理） 10 1 2 1 1 0 8 
研究（自然科学） 39 6 9 5 7 4 16 











ビジネス（技術）  特に傾向なし 
ビジネス（管理・経理）  特に傾向なし 
研究（自然科学） 23.1％ たまたま聞いたことが役立った 














  １．自己評価できればよかった 
  ２．他者（組織、社会的）からの評価を期待した 











ビジネス（技術） 14 0 8 6 57.1% 
ビジネス（管理・経理） 10 0 9 １ 90.0% 
研究（自然科学） 38  4 26  16  68.4% 
















 他者からの評価の有効度  
ビジネス（技術） 57.1%  △ 
ビジネス（管理・経理） 90.0% 他者からの評価の期待度は極めて高い ◎ 
研究（自然科学） 68.4%  〇 
研究（社会科学） 66.7%  〇 
  














 全体 １ ２ ３ ４ ５ 
ビジネス（技術） 14 10 3 0 6 2 
ビジネス（管理・経理） 10 7 6 0 2 1 
研究（自然科学） 38 20 17 0 25 6 
研究（社会科学） 17 4 5 0 15 2 














ビジネス（技術） 71.4% 仕事で必要だったから 
























































        １ 
 
散歩や移動で歩いてい




        １ 
 
うとうとしていた。 
        ３ 
 
洗面所、トイレ、風呂
などにいた   ３ 
 
何もせずぼんやりして
いた          ２ 
 
散歩や移動で歩いてい
た（自転車）    ２ 
   
 
駅や車中などにいた  




        ３ 
 
洗面所、トイレ、風呂
などにいた      ２ 













































































第 6章 結論 
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図表   ＩＭＤ「世界競争力年間」2019年 総合順位 
 

































性 別 □女性□男性 







 1－2 質問1で「②ある」とされた方は次にご回答ください。 
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     その知識創造を試みた時点での履歴についてお教えください。 
     (前掲の表と同じもののため省略) 
 
質問２ 質問1で②－(A)とされた方は、以下にご回答ください。（2－1および2‐2） 














































①  学校の授業や教科書から取り込んだ期間は次のどれですか。 
(a)3か月以内  (b) 約半年  (c) 約1年  (d) 2－3年  (e) 4年以上 




















①  仕事で必要だったから 
②  やらねばならない立場に立っていたから 
③  人に頼まれて止むを得なかったから 
④  自分がやりたいことだったから 
⑤    その他（何でも自由にお書きください） 
 
3－7 手掛けた知識創造の目標は、次のどれですか。（ひとつ） 
①  極めて明確で、ひとつに絞られていた 
②  どのような知識創造をしたらよいか、大体の感じはつかめていた 
③  明確だったが、同時にいくつも課題があって大変だった 
④   実は漠然としていて、あまり明確ではなかった 
⑤  特に明確な目標はなかったが、たまたま結果的に良い知識創造に成功した 
⑥    その他（何でも自由にお書きください） 
 
3－8 その知識創造に取り組む意義（価値）をどう感じていましたか。（ひとつ） 
①  強く感じていた 
②  ある程度感じていた 
③  特に意識していなかった 
④  その他（何でも自由にお書きください） 
 
3－9 その知識創造に取り組むことへの遣り甲斐をどう感じていましたか。（ひとつ） 
①  強く感じていた 
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②  ある程度感じていた 
③  特に意識していなかった 












  ① 強く持っていた 
  ② ある程度持っていた 
  ③ あまり意識せず、何気なくやっていた 
  ④ 意欲というより、義務感でやっていた 































 4－1 「ひらめき」の有無 回答中の知識創造について該当するものを選んでください。 
① 「ひらめき」に関係なく、着実にデスクワークを重ねて合理的に新しい構想を
まとめた 
② 知識創造（智恵を得る）に苦労しながら、ちょっとしたきっかけで「ひらめき
（アイデア）を得ることができたので、それをもとにデスクワークを重ねて構
想をまとめた 
③ 別に次のような過程で成功した（何でも自由にお書きください） 
  
4－2 前問で②とされた方が「ひらめき」を得たときの状況はどれですか。（ひとつ） 
① ひたすら勉強していた 
② ひたすら調査や実験をしていた 
③ ひたすら討論していた 
④ そのテーマの会議をしていた 
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⑤ 作業中だった 
⑥ 人としゃべったり、講演を聴くなどしていた 
⑦ お茶を飲んだり食べたりしていた 
⑧ 散歩や移動で歩いていた 
⑨ 駅や車中などにいた 
⑩ 洗面所、トイレ、風呂などにいた 
⑪ スマホやTVを楽しんでいた 
⑫ 子供と遊んでいた 
⑬ 課題と関係がないものを読んでいた 
⑭ 酒を飲むか喫煙していた 
⑮ うとうとしていた 
⑯ 旅行していた 
⑰ 机に向かって休んでいた 
⑱ 何もせずぼんやりしていた 
⑲ その他（何でも自由にお書きください） 
  
4－3 知識創造の「ひらめき」を得るのに、引き金情報ともいえるようなものは、あり
ましたか。 
① たまたま読んでいたものがきっかけになった 
② たまたま聞いたことが役立った 
③ たまたま見たことが役立った 
④ たまたま体験したことが役立った 
⑤ そのようなきっかけの必要はなかった 
⑥ その他（何でも自由にお書きください） 
  
4－4 「ひらめき」を得たときの体の動きについては、以下のどれですか。 
① 何か運動をしていた 
② 何かで軽く動かしていた 
③ 体は全く動かしていなかった 
④ その他（何でも自由にお書きください） 
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